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 [Overview and purpose of the course]
言語政策とは，社会と言語の関係を考察する分野である。国家などは言語そのもの（コーパス）に
介入することもあれば，言語の地位（ステータス）に介入し，ある言語を公用語と定めることもあ
れば，定めないこともある。このような観点から，言語政策がどのような制度や考え方のもとに実
施されているのかを理解する。

 [Course objectives]
言語政策の概要に関する理解を深める。また具体的な各国がそれぞれどのような言語政策を進めて
いるのかを事例を通じて学ぶ。

 [Course schedule and contents)]
前半では教科書の発表と討論を中心に行い，後半では受講者が各国の言語政策についての発表を行
う。以下の項目を学習する。
前半（1回から5回）
第１章　言語政策の起源（概念の誕生とその適応範囲など）
第２章　多言語状況の類型化（ファーガソンとスチュワート，フェイソルド，ショダンソン）
第３章　言語計画の道具（言語整備，言語環境，言語法）
第４章　一言語への働きかけ（中国，フランス語，マリ，トルコ，ノルウェーのケース）
第５章　諸言語間の関係への働きかけ（タンザニア，インドネシア，スイス，フランス語，マグレ
ブのケース）
後半は受講生による発表，討論（6回から14回）
１５回目　フィードバック

 [Course requirements]
None
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 [Evaluation methods and policy]
授業での発表(50%)並びにレポート(50%)による。

 [Textbooks]
ルイ＝ジャン・カルヴェ 『言語政策とは何か』（白水社）ISBN:4560058296

  （Related URL）
 https://noriyukinishiyama.com(西山教行研究室)

 [Study outside of class (preparation and review)]
教科書を予習する。パワーポイントを利用した個別発表の場合は，参考文献を指示する。これらの
準備のため，授業外学習が必要である。

 [Other information (office hours, etc.)]
 


